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1．はじめに 

 日本庭園は，縮景による庭園の景を作り出しています。そういった作庭は「作庭記」をたどりなが

ら，多くの日本の庭園が作り出されてきました。昭和の初期にモダン且つ，前衛的な作風を持った作庭

家が出てきます。その作庭家は，「重森三玲」です。ここでは，重森三玲を通しての作風と流れを紹介

します。 

 

2．重森三玲へ向かう背景 

 重森三玲は，明治 29 年（1896 年）に岡山県上房郡吉川村（現在の加賀郡吉備中央町）に生まれます。

彼は，大正 6 年（1917 年）に画家を志すため上京し，官立の東京美術学校（現在の東京藝術大学）へ

学びます。この時に，美術の基礎として美術の技法やデッサン，美術・芸術論，歴史などを学んでいま

す。それが，作庭のデザイン構成に大きく役立っているのです。 

 

3．モダンとアバンギャルド 

 欧米で生活様式の変化，嗜好や思考の変化が 1880 年代ごろ，英国でアーツ・アンド・クラフツ運動

（arts and crafts movement）が起こります。この運動は，ウィリアム・モリス（William Morris，1834 年

－1896 年）が主導したと言われるデザイン運動（美術工芸運動）です。当時のモダンは，この折に進

められたものが日本へ文化として入ってきたと言えます。ちょうど大正から昭和の初期にかけて，「大

正モダーン」といった単語が華やかに言われた時代です。モダン（modern）は，近代ともいわれていま

すので，近代芸術の形を示しているとも言えます。 

 また，時を少し同じくして，第一次世界大戦（大正 3 年・1914 年から大正 7 年・1918 年）が終わっ

た辺りから大きく，言葉としての「前衛（アバンギャルド，avant-garde）」が言われるようになります。

大正 9 年（1920 年）の未来派美術協会結成などの大正期新興美術運動によるところが前衛の芸術が広

がる影響だったと言えましょう。 

 この言葉は，「今までの既存の事から脱却する挑戦的なこと」といった意味にもなろうかと思います。

こういったモダンとアバンギャルドの中にいた芸術家の中で露西亜の画家として抽象絵画を作り出し

たといわれるワシリー・カンディンスキー（Василий Кандински／Wassily Kandinsky，1866 年－1944

年）や幾何学的構成，キュビスム（パブロ・ピカソ，Pablo Picasso やジョルジュ・ブラック，Georges 

Braque により提唱され，色々な角度から見た形を表現している作品になっています。また，立体派と

もいわれます）の影響などを受けているアンリ・マティス（Henri Matisse，1869 年－1954 年）といっ

た画家の作品を通して，重森三玲は影響を受けたと言われています。 



4．日本的なものへ，そして庭へ 

 重森三玲は，モダンとアバンギャ

ルドの影響を受けつつも，日本的な

もの「茶」，「生け花」そして，「庭園」

といった事にたどり着きます。特

に，勅使河原蒼風（明治 33 年・1900

年－昭和 54 年・1979 年，草月流の

創始者）らと「新興いけばな宣言」

を起草し，生け花の革新を示そうと

していました。デザイン的な点につ

いて考えると，様々な影響を受けつ

つ，自身で消化し進めてきたことが

うかがえます。 

 彼は，昭和 11 年（1936 年）から

日本全国の庭園実測調査を始めま

す。これは約 500 庭にも及ぶ実測と

図面作成といった，気の遠くなる作

業を進めてきています。それによっ

て重森三玲は，日本庭園の形状，石

の配置，池の状況，樹木植栽の位置

などを詳細に理解し，そして内面へ

蓄積していくことによって，「日本

庭園とはどういったものか」を感じ

たに違いありません。 

 

5．おわりに 

 重森三玲は，後世に残る作庭をしています。これは，いま私たちが見ることもできる貴重なものとい

え，ぜひ見てほしい庭がたくさんありますので，見学をお勧めします。 

 最後に，三玲が語ったことが彼の哲学としての内面を表していると思われますので，紹介します。 

 

 永遠のモダン，それのみが永遠に生きるものであり，そのモダンは永遠に普及しないことによ

って，永遠性がある 

 As for this sense of eternally modern, only this itself is something that lives on forever, the fact that this 

modernity will not suffer decay is the very thing that makes it everlasting. 
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東福寺龍吟庵 東庭（不離の庭）臨場感と緊迫感のある庭です 

 

東福寺光明院 波心庭 三尊石がいくつも見られる面白い庭園です 

京都府立大学大学院 景观生态・绿地计划学研究室 

Laboratory of Landscape, Graduate School of Kyoto Prefectural University 


